
第４４５回川越市農業委員会総会議事録

（公 開 用）

川 越 市 農 業 委 員 会



第 ４ ４ ５ 回 川 越 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

１ 開催年月日 令和３年２月１８日

２ 開 催 場 所 川越市北公民館 １・２号会議室

３ 開 会 時 刻 午後 ３時３０分

４ 閉 会 時 刻 午後 ３時４０分

５ 招集者氏名 農業委員会会長 石 川 秀 夫

６ 議長の氏名 農業委員会会長 石 川 秀 夫

７ 委員出席者数 １７名

８ 議事参与者

内 訳

議席 氏 名 出欠 備 考 議席 氏 名 出欠 備 考

１ 小野澤 実 出 １０ 石 川 秀 夫 出

２ 若 海 玄 平 出 １１ 川 目 是 英 出

３ 竹ノ谷 敏 彦 出 １２ 時 田 重 雄 出

４ 田 中 あきえ 出 １３ 矢 部 節 出

５ 武 藤 康 則 出 １４ 小和瀨 康 男 出

６ 鈴 木 一 出 １５ 渡 邉 憲 一 出

７ 今 野 英 子 出 １６ 滝 嶋 嘉 久 出

８ 木 所 清 司 出 １７ 西 川 利 雄 出

９ 渋 谷 武 出

職 氏 名 職 氏 名

農地利用最適化推進委員 大 澤 富 雄 農地利用最適化推進委員 程 島 延 幸

農地利用最適化推進委員 筋 野 哲 夫 農地利用最適化推進委員 小 峯 雅

農地利用最適化推進委員 大 野 豊 作 農地利用最適化推進委員 利根川 孝 一

農地利用最適化推進委員 佐 藤 金 誉 農地利用最適化推進委員 新 井 計 男



９ 事 務 局

１０ 開 会

会長 石 川 秀 夫 は議長席に着き、出席委員が定足数に達していることを

確認した後、令和３年２月１８日第４４５回川越市農業委員会総会の開会を宣言す

る。

１１ 議事録署名委員選任の件

議長 石 川 秀 夫 は、本件に対し、議長の指名により推薦したい旨を諮っ

たところ、全員の賛同を得たため、次の者を指名選任する。

農地利用最適化推進委員 細 田 和 美 農地利用最適化推進委員 田 邉 輝 夫

農地利用最適化推進委員 野 口 和 則 農地利用最適化推進委員 牛 窪 孝

農地利用最適化推進委員 永 堀 知 已 農地利用最適化推進委員 發 知 孝 雄

農地利用最適化推進委員 島 村 茂 勝 農地利用最適化推進委員 小 嶋 光 一

職 氏 名 職 氏 名

事務局長 石 田 秀 樹

副 主 幹 宮 本 晃 宏

副 主 幹 横 山 大 造

副 主 幹 神 立 寛 司

主 事 酒 井 亮

委 員 小野澤 実

委 員 若 海 玄 平

委 員 竹ノ谷 敏 彦



１２ 議決事項及び議事の要領

報告第１号

議席の決定について

議長は、別添報告について、事務局に説明を求めた。

事務局は「総会議席については、川越市農業委員会総会会議規則第７条

第１項に「あらかじめくじで定める」と規定されている。会場への入場時

に引いたくじの結果について報告する。議席番号１番小野澤委員、２番若

海委員、３番竹ノ谷委員、４番田中委員、５番武藤委員、６番鈴木委員、

７番今野委員、８番木所委員、９番渋谷委員、１０番石川委員、１１番川

目委員、１２番時田委員、１３番矢部委員、１４番小和瀨委員、１５番渡

邉委員、１６番滝嶋委員、１７番西川委員である。」との説明を行った。

議長は、委員に意見を求めた。

議長は、意見がなかったため、報告のとおり決定する。

議案第１号

編集委員の選任について

議長は、別添議案を上程し、事務局に概要説明を求めた。

事務局は「編集委員の選任の方法については、慣例的に議会選出の委員

と農業団体等の委員以外で、新たに農業委員になった方から選出するとと

もに、前任の経験者を加えて選任している。前回の総会では、今後は、な

るべく多くの委員が経験できるよう、３年間の任期を１年にするとともに、

構成委員数を農業委員４名に減じ、推進委員４名を加え、計８名で運営す

るため規程を改正した。先の運営委員会で協議した結果、別添概要説明の

ように選任する。」との説明を行なった。

議長は、委員に意見を求めた。



議長は、意見がなかったため、原案どおり各区域から選任することで決

定した。古谷区域、南古谷区域、福原区域については、農地利用最適化推

進委員が複数人いることから、区域の農地利用最適化推進委員で協議する

よう求めた。

（休 憩）

（再 開）

議長は、協議結果について事務局に説明を求めた。

事務局は「古谷区域野口委員、南古谷区域島村委員、福原区域新井委員

である。」との説明を行なった。

議長は、１年目の編集委員について、農業委員からは、小和瀨委員、西

川委員、小野澤委員、竹ノ谷委員、農地利用最適化推進委員からは、古谷

区域野口委員、南古谷区域島村委員、高階区域小峯委員、古谷区域新井委

員の８名を選任することで、採決に入る旨を告げ、賛成の者の挙手を求め

た。

議長は、全員の賛成が得られたため、議案第１号について原案どおり決

定する。

同意第１号

各種審議会等の担当委員について

議長は、別添議案を上程し、事務局に概要説明を求めた。

事務局は「農業委員会から市の審議会等へ委員を出席させている審議会

等のうち、農業委員の改選に伴い、前任者が退任したため、後任者を選出

する必要が生じた。これまで、各種審議会等への出席委員は、農業委員会

の代表として出席することになることから、運営委員の中から選出するの

が慣例である。先日開催した運営委員会で協議の結果、原案のとおり選出



したので同意を求める。」との説明を行なった。

議長は、委員に異議がないか求めた。

（異議なし）

議長は、異議がなかったため、同意第１号各種審議会等の担当委員につ

いて原案どおり決定する。

以下余白



１３ 閉 会

議長 石 川 秀 夫 は議案の審議がすべて完了したため、第４４５回川越市

農業委員会総会の閉会を宣言し、一同散会する。

１４ 署 名

この議事録が正当であることを証明するため、下記に署名捺印をする。

令和 3年 3月 1日

議 長 石 川 秀 夫 印

委 員 小 野 澤 実 印

委 員 若 海 玄 平 印

委 員 竹ノ谷 敏 彦 印


